
音楽科

個別最適な学びの充実へ向けたICTの活用
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Ｒ６
研究テーマ：ICTを活用した音楽・図画工作・美術の授業づくり 音楽、図画工作、美術グループ

高校教育課 道川里奈
義務教育課 野呂俊光
教育相談課 葛西 励



これまでの内容 Ｒ３：音楽づくり・創作
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小学校
Chrome music Labの
RHYTHMで音楽づくり

中学校
Chrome music Labの
SONG MAKERで創作

高校
Garage Bandの
KEY BOARDで創作



これまでの内容 Ｒ４：鑑賞
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図形楽譜や旋律の楽譜を見なが
ら、個々のタイミングで聴いて
確かめたり、グループで共有し
たりする



これまでの内容 Ｒ５：音楽の特質に迫るための手だてとして
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中学校：旋律の重なり合いを味わうために、
・音のみを聴いてから、演奏を見てペダルの場面を確か
めたり
・Google Doodleでバッハらしさについて感じたり考え
たり

小学校：「ねぶた囃子」を教材として、
・縦譜を見ながら個々のタイミングで聴いて確かめた
り、唱歌を歌ってみたり
・タブレットで笛の旋律をつくってみたり
・Google Earthで「祇園祭」を調べ、聴き比べたり
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資質・能力の育成

↑

そのための
「主体的・対話的
で深い学び」の実
現に向けた
授業改善の視点

↑

そのための
「個別最適な学び
と協働的な学び」
の一体的な充実

Ｒ６：個別最適な学びの充実へ向けたICTの活用

文部科学省HPより引用
（参考）個別最適な学び」と「協働的
な学び」の一体的な充実（イメージ）
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ＩＣＴ活用で、

児童生徒の困難さ
が軽減し、

学びやすくなって
ほしい。

↓

必要に応じた
指導方法等の工夫

「指導の
個別化」

文部科学省HPより引用
（参考）個別最適な学び」と「協働的
な学び」の一体的な充実（イメージ）



小学校音楽 題材名 和音のひびきや音の重なりを感じ取ろう
学習内容 歌声が重なり合うひびきを感じ取りながら合唱しましょう

目標達成のために 児童が

①最初のⅠの和音（Fのコード）を鳴らして、自分のパートの音を取れるといい
②和音のひびきの移り変わり（F→B♭→F→C）を実感できるといい

〔個別最適な学びのためのICT活用〕
和音のひびきを聴き取ったり、感じ取ったり、
思考して歌うためには？

教育芸術社小学生の音楽６より

教材名：「星の世界」（3部合唱） 2/3時間

本時の目標

旋律、和音のひびきを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現
を創意工夫する。【思考力、判断力、表現力等】
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方法B
iPad「ガレージバンド」

→「キーボード」の
「スマートピアノ」

→「コードストリップ」で

①最初のⅠの和音（Fのコード）を鳴らして、自分のパートの音を取れるといい
②和音のひびきの移り変わり（F→B♭→F→C）を実感できるといい

方法A
楽器で

方法C
「Chromeミュージックラボ」

→「アルペジオ」

どの端末でもOK
webから入れる

小学校
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小学校

Chrome

Music Labの

アルペジオを
選択
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小学校

分散和音の中
から、自分の
パートの音を
取れるかな
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小学校

今回の
和音進行は
F→A♯（＝B♭）
→F→C



小学校

和音を鳴らし
ながら歌うこ
とで、和音の
ひびきの移り
変わりを実感
しやすくなる
かも
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小学校

あえて
Fの和音のみ

を鳴らし、歌
ってみると？
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小学校

Fの和音のみ
だと、最初の
F→A♯（＝
B♭）→F→C

とは違う！と

実感できるか
な



中学校音楽 題材名 曲想を感じ取って、器楽表現を工夫しよう
学習内容 曲想を感じ取って、表情豊かに演奏しよう

目標達成のために 生徒が

「スタッカート奏法」と「ポルタ―ト奏法」の違いを実感できるといい

〔個別最適な学びのためのICT活用〕
奏法について、必要性を感じながら技能を身に付けるためには？

教育芸術社中学生の器楽より

教材名：「聖者の行進」2/２時間

本時の目標

創意工夫を生かした表現で「聖者の行進」をアルトリコーダーで演奏するために必要な、奏法、
身体の使い方などの技能を身に付ける。【知識及び技能】

スタッカート奏法：タンギングをし、一つ一つの音を短く切ってはずむように演奏する
ポルタ―ト奏法：息の流れを切らずに、１音ずつタンギングをしながら、滑らかに演奏する
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方法B
iPad「ボイスメモ」

→「すべての録音」で

方法A

言葉や音の
往還で

「スタッカート奏法」と「ポルタ―ト奏法」の違いを実感できるといい

音の可視化

方法C
「Chromeミュージックラボ」

→「スペクトログラム」で

どの端末でもOK
webから入れる

中学校
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中学校

Chrome

Music Labの

スペクトログ
ラムを選択
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中学校

左下のマイク
をタップする
と、音の長さ
や形を可視化
できます
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中学校

スタッカート
奏法とポルタ
ート奏法の違
いを実感でき
るかな？表現
の工夫につな
げられるか
な？



高等学校 芸術科音楽 題材名 リズムの重なり合いを意識し、音色や強弱を工夫しよう

目標達成のために 生徒が

足踏みのLR（左右）が迷いなくできるといい

〔個別最適な学びのためのICT活用〕
授業クラス全体でのボディパーカッションによる合奏のよさや持
ち味を生かして演奏するためには？

教育芸術社MOUSA１より

教材名：「Plymouth Rock」 2/3時間
（パートⅠⅡによる手拍子と足踏みによる合奏）

本時の目標

創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、表現形態の特徴を生かしてボディパーカッ
ションで演奏する技能を身に付ける。【知識及び技能】
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方法B
iPadの場合
「カメラ」の「ビデオ」

→「編集」の「切り取り」
もしくは「トリミング」

→「反転」

方法A

言葉や音の
往還で

足踏みのLR（左右）が迷いなくできるといい

左右反転の動画作成で繰り返し確認
高等学校

21

Chromeの場合
「ミラーリング」
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高等学校学習指導要領解説 芸術（音楽 美術 工芸 書道） 平成３０年７月 文部科学省
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校 音楽 令和２年 国立教育政策研究所
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